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発行人 川澄 新一  編集人 小宮 裕幸 

埼玉県さいたま市大宮区錦町427 

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
国

交
省
が
発
表
し
た
「
建
設
業
働
き

方
改
革
加
速
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
基

づ
い
て
、
長
時
間
労
働
の
是
正
と
し

て
罰
則
付
き
の
上
限
規
制
が
設
け

ら
れ
て
施
行
が
開
始
さ
れ
た
。 

建
設
業
で
は
こ
の
間
、
上
限
規

制
が
な
く
青
天
井
で
の
労
働
時
間

と
な
っ
て
い
た
が
、
人
口
減
少
の
影

響
や
過
酷
な
労
働
条
件
に
よ
る
人

手
不
足
の
対
策
に
も
繋
が
る
と
し

て
い
る
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
も
こ
の
時
間
外

労
働
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
パ

ー
ト
ナ
ー
会
社
が
多
く
あ
り
、
そ

の
下
請
け
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
今
ま
で
の
よ
う
な
工
事
量
が

担
え
な
く
な
る
の
で
は
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
労
働
者
に
と
っ
て
は
過

酷
さ
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
一
方
で
、
「
闇
残
業
」
の
温
床

に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
あ
る

会
社
で
は
「以
前
３
６
協
定
で
月
９

０
時
間
か
ら
７
０
時
間
に
上
限
を

減
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
減
っ

た
２
０
時
間
は
闇
残
業
に
な
る
だ

け
で
実
質
手
当
は
減
る
」と
語
っ
て

い
た
。
労
働
者
保
護
を
銘
打
っ
て
も

企
業
は
「稼
ぐ
」を
掲
げ
て
労
働
者

に
犠
牲
を
強
い
る
、
「
働
き
方
改

革
」は
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
か
を

改
め
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。  

 
 
 
 
 
 
 

（Ｙ
・Ｉ
） 

４月１３日 全支部代表者会議 ５月１１日 春闘総括会議 

職場の座談会などを通じ情勢を一致させ、私たちの声を集約し本部に届けました 

私たちの声を受け止めようとしない会社回答に怒りの声が噴出！ 

≪お詫び≫ 大宮地本の運営体制の不備により、大宮地本新聞５月号の発行が大幅に遅れたことをお詫び致します。 

 



第２８１号           ＪＲ東労組大宮地本         ２０２４年６月８日（２） 

       

                         

                           

      

                                

                            

   

 

               
 

 

           

 

      

                

 

４
月
３
０
日
に
発
表
し
た
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
２
０
２
４
年
３
月

期
決
算
は
３
期
連
続
の
増
収
、

全
て
の
利
益
が
増
益
と
な
っ

た
。
単
体
決
算
も
営
業
収
益
が

１
１
２
．
６
％
増
・営
業
利
４
月

３
０
日
に
発
表
し
た
２
０
２
４

年
３
月
期
決
算
は
３
期
連
続
の

増
収
、
全
て
の
利
益
が
増
益
と

な
っ
た
。
単
体
決
算
も
営
業
収

益
が
１
１
２
．
６
％
増
・営
業
利

益
は
２
７
９
．
１
％
増
・当
期
純

利
益
は
２
７
９
．
８
％
増
と
な

り
、
従
来
予
想
の
１
１
２
０
億

円
を
大
幅
に
上
回
る
増
益
と
な

っ
た
。
ま
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
輸
送
の
ご
利
用
状
況
も
前
年

比
１
０
４
％
で
非
常
に
好
調
に

推
移
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
赤

字
を
乗
り
越
え
、
こ
こ
ま
で
収

益
を
上
げ
た
根
拠
は
、
施
策
を

担
い
人
手
不
足
の
中
で
奮
闘
し

て
い
る
組
合
員
・
社
員
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
、
こ
の

よ
う
な
職
場
か
ら
の
奮
闘
と
物

価
高
に
苦
し
む
生
活
実
感
を
受 

け
、
申
２
０
号
「『夏
季
一
時
金 

金
』
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
行

い
、
５
月
２
４
日
に
団
体
交
渉
を

開
催
し
た
。
中
央
本
部
は
５
２

０
０
件
を
超
え
る
職
場
の
切
実

な
声
を
突
き
つ
け
た
が
、
会
社

は
「
夏
季
一
時
金
を
支
払
う
考

え
は
な
い
」
「
夏
季
手
当
（
２
．
７

ケ
月
）は
妥
当
で
あ
る
こ
と
の
考

え
方
は
変
わ
ら
な
い
」と
の
回
答

を
繰
り
返
し
、
要
求
を
実
現
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
職
場

か
ら
は
「ゼ
ロ
回
答
で
あ
り
許
せ

な
い
」
「
職
場
の
苦
労
に
寄
り
添

っ
て
い
な
い
」「上
が
る
の
は
株
主

配
当
と
役
員
報
酬
ば
か
り
」
「好

業
績
で
出
さ
な
い
な
ら
い
つ
出

す
の
か
」等
の
怒
り
の
声
が
噴
出

し
て
い
る
。 

 

一
方
で
会
社
は
「
稼
ぐ
」
が
第

一
と
し
か
思
え
な
い
施
策
を
無

理
に
進
め
た
結
果
、
み
ど
り
の

窓
口
減
少
や
ダ
イ
ヤ
改
正
に
対

し
、
世
間
か
ら
多
く
の
批
判
を

受
け
て
い
る
。
大
宮
地
本
は
こ
の

間
、
団
体
交
渉
で
職
場
の
声
や

地
域
の
声
を
受
け
止
め
る
べ
き

と
指
摘
し
て
き
た
。
し
か
し
大

宮
支
社
は
「サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

て
も
や
む
を
得
な
い
」と
の
回
答

で
あ
り
、
職
場
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
る
こ
と
な
く
強
引
に

施
策
を
推
し
進
め
た
結
果
が
社

会
問
題
化
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
大
地
申
２
０
号
に
お
い

て
、
小
金
井
運
転
区
で
発
生
し 

 

経
営
姿
勢
は
異
常
で
あ
り
、
こ

こ
ま
で
労
働
組
合
を
敵
視
す
る

こ
と
は
社
会
的
に
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
大
宮
地
本
は
こ
の

よ
う
な
大
宮
支
社
に
対
し
、

是
々
非
々
で
向
き
合
い
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
活
用
し
て
是
正
さ

せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

 

５
月
１
１
日
に
開
催
し
た
「
２

４
春
闘
総
括
会
議
」
で
は
２
４

春
闘
を
通
じ
、
１
８
春
闘
で
の 

 

格
差
ベ
ア
根
絶
ア
レ
ル
ギ
ー
を 

乗
り
越
え
、
「
過
去
最
大
の
ベ
ア

に
対
し
最
大
の
格
差
ベ
ア
」を
許

さ
な
い
組
合
員
と
共
に
再
申
し

入
れ
の
た
た
か
い
ま
で
創
り
だ

し
、
春
の
た
た
か
い
の
中
で
６
名

の
組
織
拡
大
を
勝
ち
取
っ
た
事

が
非
常
に
大
き
な
成
果
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
新

た
な
施
策
の
５
本
柱
に
あ
る

「
年
功
賃
金
の
廃
止
反
対
！
手

当
・
定
昇
カ
ッ
ト
な
ど
生
涯
賃

金
の
減
額
反
対
！
更
な
る
成
果

主
義
型
へ
の
変
更
を
許
さ
ず
た

た
か
お
う
！
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

基
軸
に
、
安
全
を
第
一
と
し
た

安
心
し
て
働
き
や
す
い
職
場
を

創
り
出
す
た
め
に
、
成
果
主
義

型
賃
金
導
入
を
許
さ
な
い
意
思

統
一
を
行
っ
て
き
た
。 

 

い
ま
職
場
で
は
、
要
員
不
足
に

よ
る
休
日
出
勤
の
増
加
・
企
画

業
務
に
よ
る
超
勤
の
増
加
・
み

ど
り
の
窓
口
減
少
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
・
安
全
よ
り
運
行

優
先
の
体
質
等
、
多
く
の
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
現
実
を
変
え
る
た
め
に
は
、

問
題
点
を
確
定
し
、
職
場
全
体

の
問
題
に
高
め
、
原
因
を
究
明

し
て
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

安
全
で
働
き
や
す
い
職
場
を

創
り
だ
す
た
め
に
職
場
か
ら
奮

闘
し
て
い
こ
う
！ 

た
不
当
労
働
行
為
を
議
論
し
て

い
る
中
、
さ
い
た
ま
運
転
区
で
副

長
が
面
談
中
に
組
合
批
判
を
行

う
不
当
労
働
行
為
が
発
覚
し
て

い
る
。
更
に
地
本
執
行
委
員
に

対
し
、
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
無
視
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
一
方
的
に
打
ち
切
り
、
他

支
社
へ
の
異
動
発
令
が
強
行
さ

れ
て
い
る
。 

何
度
指
摘
し
て
も
不
当
労
働

行
為
を
繰
り
返
す
大
宮
支
社
の 

４
月
２
１
～
２
２
日
に
「
東

日
本
大
震
災
現
地
踏
査
行
動
」

と
し
て
、
宮
城
県
・福
島
県
の
東

日
本
大
震
災
被
災
地
に
立
ち
ま

し
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
で

福
島
県
の
原
発
近
く
の
地
区
で

は
今
で
も
復
興
は
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
岸
田
政
権
や
財

界
が
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う

と
す
る
動
き
は
、
命
や
生
活
よ

り
利
益
優
先
の
姿
勢
と
言
え
ま

す
。
そ
し
て
真
の
安
全
を
考
え

る
上
で
東
日
本
大
震
災
が
教
訓

と
な
っ
た
事
に
つ
い
て
、
初
め
て

現
地
踏
査
行
動
に
参
加
し
た
組

合
員
か
ら
以
下
の
感
想
が
語
ら

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
野
蒜
駅
・
野
蒜
小
学

校
・大
川
小
学
校
・東
日
本
大
震

災
伝
承
館
・請
戸
小
学
校
・廃
炉

資
料
館
に
初
め
て
訪
れ
、
現
地

に
行
か
な
け
れ
ば
感
じ
ら
れ
事

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
特
に
大

川
小
学
校
と
請
戸
小
学
校
の
津

波
避
難
の
対
比
が
印
象
的
で
し

た
。
す
ぐ
裏
に
高
台
が
あ
っ
て

も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
し
ま

っ
た
大
川
小
、
一
度
は
２
階
に

避
難
し
た
が
更
に
高
い
大
平
山

に
逃
げ
て
全
員
無
事
で
あ
っ
た

請
戸
小
、
こ
の
２
事
例
の
大
き

職場で発生している 

問題に向き合い、 

安全を第一とした 

安心して働きやすい 

職場を創り出そう！ 

大
宮
地
本 

東
日
本
大
震
災
現
地
踏
査
行
動 

 

な
差
が
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
み
に
頼

ら
ず
現
地
で
判
断
で
き
た
か
ど

う
か
」
で
あ
っ
た
点
で
す
。
災
害

時
に
限
ら
ず
、
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
自
分
自
身
に
問
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
す
べ
て
ダ
メ
と
い
う
事

で
は
な
く
「
何
故
そ
う
な
の

か
？
」と
い
っ
た
内
容
の
本
質
を

理
解
し
た
上
で
、
そ
の
場
に
な

っ
た
ら
自
ら
考
え
行
動
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

 

こ
の
現
地
踏
査
を
通
じ
て
、

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
方

針
だ
け
に
頼
ら
な
い
真
の
安
全

な
鉄
道
を
創
り
だ
す
た
め
、
今

こ
そ
一
人
ひ
と
り
が
労
働
者
の

意
識
を
高
め
て
行
動
し
て
い
き

ま
す
。 
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過去最高の働き度の下で職場の努力により安全輸送を確保し、好業績を実現!!  
職場の奮闘により、昨年度末決算は予想を

上回る好業績を実現し、営業利益は前年比

２．５倍、純利益は前年比２倍を達成し、株主

配当も増配されコロナ前を超えています。 

直近の収入も GW の利用状況も好調です!!

しかし、夏季手当は昨年並みの水準です!! 

しかし、賃上げは物価上昇に満たず、夏季手当は昨年並み!! 生活実感の厳しさは過去最高!! 

※みずほリサーチ＆テクノロジーズの試算 

 

 

 

♦直近の収入も GW の利用状況も好調!! 

♦一方、労働実感は過去最高の働き度に!! 

社員数はコロナ前比５０００名も減少し 

期末手当は累計１８０万円も減少!! 

この間、社員はコロナ前より５０００名も減

少し、期末手当は累計１８０万円も減少！ 

その中で社員一人当たりの売上げは過去

最高を更新しています！ 要員不足の中で

「融合と連携」や企画業務を担い、業務量はま

すます増大！ 働き度も過去最高です！ 

 円安と原油高で家計負担はさらに増大!! 
1 ドル＝１５４円・原油１バレル＝８３ドルの場合… 

年間の家計負担は平均１０．６万円も増大!! 
 金利上昇で住宅ローン利払いが増加!! 

２年後の政策金利が２．７５％とする前提では… 

固定金利が４．７％、変動金利が３．１％に上昇! 

最も影響の大きい世帯では利払いは年６３．１万円も増加!! 

安心して働ける賃金を実現するために仲間と共に声を上げ、さらなる組織強化・拡大を実現しよう!! 

労働実感も生活実感も、もう限界だ!! 

賃金は本当にこのままで良いのか!? 

これまでの経過 
 ５月１４日、突然異動慫慂を受ける。場所・時期未定 

 ５月１６日、６月初頭に三鷹車両センターへの異動が示される 

 目的は「キャリアパスに準じ宮総以外の職場を経験すること」。 

自身のキャリアプラン（宮総内で技術を生かし新たな業務も経験する）

を訴えるも一切受け入れず、資料を用いたキャリアパスの趣旨説明と

「宮総以外の職場を経験してもらいたい」事しか話さず、異動先の根拠

も示さない。任期途中での一方的な異動は不当労働行為だと指摘！ 

 ５月 20 日、異動日と内命日が示される。 

２０２２年本部・本社間申２７号交渉での「希望を伴わない配属支社外へ

の異動は行わない」との会社回答に反すると指摘するも、「首都圏本部

に伝える」と述べるのみ。首都圏本部に伝えた内容に対する回答を聞

いても一切返答せず。科長自身の見解を求めても返答無し。 

 ５月２２日、発令が行われ、簡易苦情申告書を提出。 

 

今回の異動の問題点 
①本人希望を尊重せず、希望しない箇所への発令を強行！ 

②三鷹車セに異動する根拠やどのようにキャリアアップす

るかを示さず、懸念事項に一切返答しない！ 

③コミュニケーションが不足しキャリアプラン把握も不十

分な中、異動ありきの説明を繰り返し納得感が全く無い! 

④２２年の申２７号交渉で確認した「希望を伴わない配属支

社外への異動は行わない」との内容に反する発令！ 

⑤任期途中での異動により、地本の運営体制に支障し不利

益が発生。組織破壊、不当労働行為である事は明らかだ! 

本人希望を尊重せず、根拠も示さず転勤を強行!! 

「キャリアパス」を理由に団体交渉での議論を蔑ろ

にし、一方的に発令を行う会社姿勢は私たち全員

に関わる問題であり、許せるものではありません!! 



５月１２日 宇都宮・ララステージ 

                                   

                                   

                     

ＪＲ東労組大宮地本 

ネイチャークラブ 

第１５回総会・第１７回例会 
日にち：202４年６月５日（水） 
場  所：晴雲酒造（埼玉県小川町） 

テーマ：「地域の水質と気候の 

恵みを生かした食を 

学び、自然環境を 

守り抜こう！」 

参加費：3,000 円（交流会費） 

 

２０２４年６月８日         ＪＲ東労組大宮地本           第２８１号（４） 

開 催 日 ６月 ２７日 

集合場所 小山駅西口 

集合時間 １０時００分 

参 加 費 ２，０００円 

参加締切 ６月 １３日 
★参加希望者は職場の役員まで 

▲以前開催された「足尾渡良瀬研修」 

 

ＪＲ東労組大宮地本第２６回 

釣り大会（ヘラブナ）を開催！ 
日にち：202４年５月２０日（月） 
場  所：椎の木湖（埼玉県羽生市） 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組大宮地本第２０回 

バスケットボール大会を開催！ 
日にち：202４年５月２４日（金） 
場  所：ブレックスアリーナ宇都宮 

 

 

 

 

 

 

第２３回ＪＲ東労組大宮地本 

軟式野球大会を開催！ 
日にち：202４年５月２９日（水） 
場  所：荒川総合運動公園野球場 

（埼玉県さいたま市） 

 

 

 

 

 


